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(57)【要約】
【課題】同軸度及び安定性の高いレンズモジュールを提
供する。
【解決手段】レンズモジュール１００は、第１の筒壁１
０１Ａと第２の筒壁１０１Ｂとを有するレンズチューブ
１０１と、レンズチューブ１０１の収容空間１０１Ｄ内
に設置される第１～第４のレンズ１０３～１０６とを備
える。第１のレンズ１０３は、第１の筒壁１０１Ａに当
接される第１の表面と、その上に第１の円弧面が設けら
れている第２表面とを有し、第１の表面が第１の筒壁１
０１Ａに当接されることにより、レンズモジュール１０
０は第１の合わせ精度を有する。第２のレンズ１０４に
おける上表面は、第１の円弧面に当接される第２の円弧
面を含み、第１のレンズ１０３の側面と第４のレンズ１
０６の接続面は、第２の筒壁１０１Ｂに当接される。第
１の円弧面が第２の円弧面に当接されることにより、レ
ンズモジュール１００は第２の合わせ精度を有する。
【選択図】図１



(2) JP 2015-176143 A 2015.10.5

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レンズチューブと、前記レンズチューブ内に設置されるとともに前記レンズチューブに
接続されるレンズ群とを備え、前記レンズチューブは、光通過孔が開設された第１の筒壁
と、前記第１の筒壁から曲がって延伸する第２の筒壁と、前記第１の筒壁と前記第２の筒
壁とによって囲まれて形成されている収容空間とを有し、前記レンズ群は、それぞれの光
軸が共通する、前記第１の筒壁における前記収容空間に向ける表面に接続される第１のレ
ンズと、前記第１のレンズに接続される第２のレンズと、前記第２のレンズに接続される
第３のレンズと、前記第３のレンズに接続される第４のレンズとを備えるレンズモジュー
ルであり、
　前記第１のレンズは、前記第１の筒壁における前記収容空間に向ける表面に当接される
第１の表面と、前記第１の表面に対向する第２の表面と、前記第１の表面と前記第２の表
面とを接続する側面とを有し、前記側面は、前記第２の筒壁における前記収容空間に向け
る表面に当接され、前記第１の表面は、前記第１の筒壁における前記収容空間に向ける表
面に当接されることにより、当該レンズモジュールが第１の合わせ精度を有するようにな
り、前記第１の合わせ精度によって前記光通過孔の中心が前記光軸に位置することになり
、
　前記第２のレンズ、前記第３のレンズ及び前記第４のレンズのいずれも上表面と、前記
上表面に対向する下表面と、前記上表面と前記下表面とを接続する接続面とを有し、前記
第２のレンズ及び前記第３のレンズの接続面は、前記第２の筒壁における前記収容空間に
向ける表面と所定の間隔を置いて設置され、前記第４のレンズの接続面は、前記第２の筒
壁における前記収容空間に向ける表面に当接されることを特徴とするレンズモジュール。
【請求項２】
　前記第１のレンズにおける第２の表面は、第１の円弧面を含み、前記第２のレンズにお
ける上表面は、前記第１の円弧面に当接される第２の円弧面を含み、
　前記第１の円弧面は前記第２の円弧面に当接されるにより、当該レンズモジュールが第
２の合わせ精度を有するようになり、前記第２の合わせ精度によって前記第１のレンズ、
前記第２のレンズ、前記第３のレンズ及び前記第４のレンズの光軸が共通することを特徴
とする請求項１記載のレンズモジュール。
【請求項３】
　前記第１の円弧面及び前記第２の円弧面は、前記第１の筒壁から最も近い或いは最も遠
い接続ラインを持ち、前記第１の円弧面及び前記第２の円弧面のいずれも前記接続ライン
から前記第２の筒壁の方向に延伸する第１の部分と、前記接続ラインから光軸の方向に延
伸する第２の部分とを含むことを特徴とする請求項２記載のレンズモジュール。
【請求項４】
　前記第２のレンズにおける下表面は第３の円弧面を含み、前記第３のレンズにおける上
表面は前記第３の円弧面に当接される第４の円弧面を含み、前記第３のレンズにおける下
表面は第５の円弧面を含み、前記第４のレンズにおける上表面は前記第５の円弧面に当接
される第６の円弧面を含むことを特徴とする請求項３記載のレンズモジュール。
【請求項５】
　前記第２の表面は、順次に接続している、前記第１の円弧面の一方の側に接続される第
１の延伸面と、前記第１の円弧面の他方の側に接続される第２の延伸面とをさらに含み、
　前記第２のレンズにおける上表面は、順次に接続している、前記第２の円弧面の一方の
側に接続される第３の延伸面と、前記第２の円弧面の他方の側に接続される第４の延伸面
とを含み、
　前記第４の延伸面は、前記第２の延伸面と所定の間隔を置いて設置され、前記第１の延
伸面は、前記第３の延伸面と所定の間隔を置いて設置されることを特徴とする請求項４記
載のレンズモジュール。
【請求項６】
　前記第２のレンズにおける下表面は、順次に接続している、前記第３の円弧面の一方の
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側に接続される第５の延伸面と、前記第３の円弧面の他方の側に接続される第６の延伸面
とを含み、
　前記第３のレンズにおける上表面は、順次に接続している、前記第４の円弧面の一方の
側に接続される第７の延伸面と、前記第４の円弧面の他方の側に接続される第８の延伸面
とを含み、
　前記第５の延伸面は、前記第７の延伸面と所定の間隔を置いて設置され、前記第６の延
伸面は、前記第８の延伸面と所定の間隔を置いて設置されることを特徴とする請求項５記
載のレンズモジュール。
【請求項７】
　前記第３のレンズにおける下表面は、順次に接続している、前記第５の円弧面の一方の
側に接続される第９の延伸面と、前記第５の円弧面の他方の側に接続される第１０の延伸
面とを含み、
　前記第４のレンズにおける上表面は、順次に接続している、前記第６の円弧面の一方の
側に接続される第１１の延伸面と、前記第６の円弧面の他方の側に接続される第１２の延
伸面とを含み、
　前記第１２の延伸面は、前記第１０の延伸面と所定の間隔を置いて設置され、前記第９
の延伸面は、前記第８の延伸面と所定の間隔を置いて設置されることを特徴とする請求項
６記載のレンズモジュール。
【請求項８】
　前記第１の筒壁における前記収容空間に向ける表面には、第７の円弧面が設けられ、前
記第１のレンズの第１の表面には、前記第７の円弧面に当接される第８の円弧面が設けら
れることを特徴とする請求項１記載のレンズモジュール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、レンズモジュールに関する。
【背景技術】
【０００２】
　科学技術の発展に伴い、電子設備のインテリジェント化が徐々に発展されており、デジ
タルカメラ以外には、携帯式の電子設備、例えばタブレットパソコン、携帯電話などもレ
ンズモジュールが配備されている。人々の使用要望にかなうように、レンズモジュールに
よって撮影したものの画像品質にも高い要求がさらに求められている。撮影したものの画
像品質は主にレンズモジュール内における各レンズの光軸の同軸度に関係する。
【０００３】
　関連技術では、レンズモジュールは、光透過孔が開設されたレンズチューブとレンズチ
ューブ内に設置されるレンズ群を備え、レンズ群には少なくとも二枚の光学レンズが含ま
れ、光透過孔の幾何学中心を通過した直線及びこれらの光学レンズの光軸は重合されるべ
き、即ち、高い同軸度を有するべきである。また、各光学レンズの間の相互接続も高い安
定性を有するべきである。しかし、生産製造の過程において、光学レンズの間の偏心は比
較的敏感であるため、高い同軸度及び安定性の保証が困難である。
【０００４】
　そのため、新規レンズモジュールを提供することが必要となる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、同軸度及び安定性の高いレンズモジュールを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の技術的方案は以下である。本発明は、レンズチューブと、前記レンズチューブ
内に設置されるとともに前記レンズチューブに接続されるレンズ群とを備え、前記レンズ
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チューブは、光通過孔が開設された第１の筒壁と、前記第１の筒壁から曲がって延伸する
第２の筒壁と、前記第１の筒壁と前記第２の筒壁とによって囲まれて形成されている収容
空間とを有し、前記レンズ群は、それぞれの光軸が共通する、前記第１の筒壁における前
記収容空間に向ける表面に接続される第１のレンズと、前記第１のレンズに接続される第
２のレンズと、前記第２のレンズに接続される第３のレンズと、前記第３のレンズに接続
される第４のレンズとを備え、
　前記第１のレンズは、前記第１の筒壁における前記収容空間に向ける表面に当接される
第１の表面と、前記第１の表面に対向する第２の表面と、前記第１の表面と前記第２の表
面とを接続する側面とを有し、前記側面は、前記第２の筒壁における前記収容空間に向け
る表面と所定の距離を置いて設置され、前記第１の表面は、前記第１の筒壁における前記
収容空間に向ける表面に当接されることにより、当該レンズモジュールが第１の合わせ精
度を有するようになり、前記第１の合わせ精度によって前記光通過孔の中心が前記光軸に
位置することになり、
　前記第２のレンズ、前記第３のレンズ及び前記第４のレンズのいずれも上表面と、前記
上表面に対向する下表面と、前記上表面と前記下表面とを接続する接続面とを有し、前記
第３のレンズの接続面は、前記第２の筒壁における前記収容空間に向ける表面と所定の間
隔を置いて設置され、前記第２のレンズの接続面及び前記第４のレンズの接続面は、とも
に前記第２の筒壁における前記収容空間に向ける表面に当接されるレンズモジュールを提
供する。
【０００７】
　前記第１のレンズにおける第２の表面は、第１の円弧面を含み、前記第２のレンズにお
ける上表面は、前記第１の円弧面に当接される第２の円弧面を含み、
　前記第１の円弧面は前記第２の円弧面に当接されるにより、当該レンズモジュールが第
２の合わせ精度を有するようになり、前記第２の合わせ精度によって前記第１のレンズ、
前記第２のレンズ、前記第３のレンズ及び前記第４のレンズの光軸が共通することが好ま
しい。
【０００８】
　前記第１の円弧面及び前記第２の円弧面は、前記第１の筒壁から最も近い或いは最も遠
い接続ラインを持ち、前記第１の円弧面及び前記第２の円弧面のいずれも前記接続ライン
から前記第２の筒壁の方向に延伸する第１の部分と、前記接続ラインから光軸の方向に延
伸する第２の部分とを含むことが好ましい。
【０００９】
　前記第２のレンズにおける下表面は第３の円弧面を含み、前記第３のレンズにおける上
表面は前記第３の円弧面に当接される第４の円弧面を含み、前記第３のレンズにおける下
表面は第５の円弧面を含み、前記第４のレンズにおける上表面は前記第５の円弧面に当接
される第６の円弧面を含むことが好ましい。
【００１０】
　前記第２の表面は、順次に接続している、前記第１の円弧面の一方の側に接続される第
１の延伸面と、前記第１の円弧面の他方の側に接続される第２の延伸面とをさらに含み、
　前記第２のレンズにおける上表面は、順次に接続している、前記第２の円弧面の一方の
側に接続される第３の延伸面と、前記第２の円弧面の他方の側に接続される第４の延伸面
とを含み、前記第４の延伸面は、前記第２の延伸面と所定の間隔を置いて設置され、前記
第１の延伸面は、前記第３の延伸面と所定の間隔を置いて設置されることが好ましい。
【００１１】
　前記第２のレンズにおける下表面は、順次に接続している、前記第３の円弧面の一方の
側に接続される第５の延伸面と、前記第３の円弧面の他方の側に接続される第６の延伸面
とを含み、
　前記第３のレンズにおける上表面は、順次に接続している、前記第４の円弧面の一方の
側に接続される第７の延伸面と、前記第４の円弧面の他方の側に接続される第８の延伸面
とを含み、
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　前記第５の延伸面は、前記第７の延伸面と所定の間隔を置いて設置され、前記第６の延
伸面は、前記第８の延伸面と所定の間隔を置いて設置されることが好ましい。
【００１２】
　前記第３のレンズにおける下表面は、順次に接続している、前記第５の円弧面の一方の
側に接続される第９の延伸面と、前記第５の円弧面の他方の側に接続される第１０の延伸
面とを含み、
　前記第４のレンズにおける上表面は、順次に接続している、前記第６の円弧面の一方の
側に接続される第１１の延伸面と、前記第６の円弧面の他方の側に接続される第１２の延
伸面とを含み、
　前記第１２の延伸面は、前記第１０の延伸面と所定の間隔を置いて設置され、前記第９
の延伸面は、前記第８の延伸面と所定の間隔を置いて設置されることが好ましい。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、有益効果は以下である。レンズモジュールが有する第２の合わせ精度
によりレンズ群内のそれぞれのレンズの同軸度が保証され、第１の合わせ精度によりレン
ズ群とレンズチューブとの高い同軸度が保証されるとともに、第１のレンズにおける側面
と第４のレンズの接続面が第２の筒壁に当接されることにより、レンズチューブ内におけ
るレンズ群の取付け安定性が高くなる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明によるレンズモジュールの第１の実施例の構成を示す概略図である。
【図２】本発明によるレンズモジュールの第１の実施例における第１のレンズの構成を示
す概略図である。
【図３】本発明によるレンズモジュールの第１の実施例における第２のレンズの構成を示
す概略図である。
【図４】本発明によるレンズモジュールの第１の実施例における第３のレンズの構成を示
す概略図である。
【図５】本発明によるレンズモジュールの第１の実施例における第４のレンズの構成を示
す概略図である。
【図６】本発明によるレンズモジュールの第２の実施例の構成を示す概略図である。
【図７】本発明によるレンズモジュールの第３の実施例の構成を示す概略図である。
【図８】本発明によるレンズモジュールの第３の実施例におけるＡポジションの拡大図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明について、図面及び実施形態を参照しながらさらに説明する。
【００１６】
　（第１の実施例）
　図１に示されるように、レンズモジュール１００は、レンズチューブ１０１と、レンズ
チューブ１０１内に設けられるとともにレンズチューブ１０１に接続されるレンズ群１０
２とを備える。レンズチューブ１０１は、光通過孔１０１Ｃが開設された第１の筒壁１０
１Ａと、第１の筒壁１０１Ａから曲がって延伸する第２の筒壁１０１Ｂと、第１の筒壁１
０１Ａと第２の筒壁１０１Ｂとによって囲まれて形成されている収容空間１０１Ｄとを有
する。レンズ群１０２は、第１の筒壁１０１Ａにおける収容空間１０１Ｄに向ける表面に
接続される第１のレンズ１０３と、第１のレンズ１０３に接続される第２のレンズ１０４
と、第２のレンズ１０４に接続される第３のレンズ１０５と、第３のレンズ１０５に接続
される第４のレンズ１０６とを備え、第１のレンズ１０３と第２のレンズ１０４と第３の
レンズ１０５と第４のレンズ１０６は、レンズチューブ１０１の軸方向に沿って分布する
。
【００１７】
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　図２に示されるように、第１のレンズ１０３は、第１の筒壁１０１Ａにおける収容空間
１０１Ｄに向ける表面に当接する第１の表面１０３Ａと、第１の表面１０３Ａに対向する
第２の表面１０３Ｂと、第１の表面１０３Ａ及び第２の表面１０３Ｂを接続する側面１０
３Ｃとを有する。第１の表面１０３Ａは、順次接続している、第１の平面１０８と、第８
の円弧面１０９と、第２の平面１１０と、第１の光学面１１１とを含む。第１の平面１０
８及び第２の平面１１０の少なくとも一部は、第１の筒壁１０１Ａにおける収容空間１０
１Ｄに向ける表面に当接され、光通過孔１０１Ｃの直径は、第１の光学面１１１を露出さ
せることが十分にできる。第１の表面１０３Ａは、第１の筒壁１０１Ａにおける収容空間
１０１Ｄに向ける表面に当接されることにより、当該レンズモジュール１００が第１の合
わせ精度を有するようになる。第２の表面１０３Ｂは、順次接続している、第１の延伸面
１１２と、第１の円弧面１１３と、第２の延伸面とを含む。さらに、第２の延伸面は、第
３の平面１１４と、第３の平面１１４から第１の表面１０３Ａに近づく方向に沿って曲が
って延伸する第１の斜面１１５と、第２の光学面１１６とを含む。側面１０３Ｃは、第２
の筒壁１０１Ｂにおける収容空間１０１Ｄに向ける表面に当接される。
【００１８】
　第１の筒壁１０１Ａにおける収容空間１０１Ｄに向ける表面は、光通過孔１０１Ｃの中
心を中心として環状に分布する第７の円弧面１０１Ｅを有し、第１の表面１０３Ａにおけ
る第８の円弧面１０９は、第７の円弧面１０１Ｅに当接されている。第７の円弧面１０１
Ｅ及び第８の円弧面１０９のいずれも第１のレンズ１０３における第２の表面１０３Ｂか
ら最も遠い接続ラインを持ち、図１と図２の断面図から、図中の右側の円弧線を例に挙げ
て説明すると、その接続ラインは、第７の円弧面１０１Ｅや第８の円弧面１０９の最高点
と直線Ａとの交点を通過する。第７の円弧面１０１Ｅは、接続ラインから第２の筒壁１０
１Ｂの方向に延伸する第１の部分１０１ｅと、接続ラインから光軸１０７の方向に延伸す
る第２の部分１０１ｆとを含む。また、第８の円弧面１０９も、接続ラインから第２の筒
壁１０１Ｂの方向に延伸する第１の部分１０９Ａと、接続ラインから光軸１０７の方向に
延伸する第２の部分１０９Ｂとを含む。本実施例において、第７の円弧面１０１Ｅは上に
凹な円弧面であり、第８の円弧面１０９は相応的に上に凸な円弧面である。なお、第７の
円弧面１０１Ｅが第８の円弧面１０９に当接されることにより、レンズモジュール１００
は第１の合わせ精度を有するようになる。なお、第１の表面１０３Ａと第１の筒壁１０１
Ａにおける収容空間１０１Ｄに向ける表面とは、第７の円弧面１０１Ｅと第８の円弧面１
０９との当接によって合わせる以外、他の方式、例えば平面や斜面当接によって合わせて
もよい。
【００１９】
　図３に示されるように、第２のレンズ１０４は、上表面１０４Ａと、上表面１０４Ａに
対向する下表面１０４Ｂと、上表面１０４Ａと下表面１０４Ｂとを接続する接続面１０４
Ｃとを有する。上表面１０４Ａは、順次接続している、第１の延伸面１１２と所定の間隔
を置いて設置される第３の延伸面１１７と、第１の円弧面１１３に当接される第２の円弧
面１１８と、第２の延伸面と所定の間隔を置いて設置される第４の延伸面とを含み、第４
の延伸面は、第２の円弧面１１８に接続し且つ第３の平面１１４及び第１の斜面１１５と
所定の間隔を置いて設置される第４の平面１１９と、第２の光学面１１６と所定の間隔を
置いて設置される第３の光学面１２０とをさらに含む。下表面１０４Ｂは、順次接続して
いる、第５の延伸面１２１と、第３の円弧面１２２と、第６の延伸面と含み、第６の延伸
面は、第３の円弧面１２２に接続されている第５の平面１２３と、第４の光学面１２４と
をさらに含む。本実施例において、第５の平面１２３は第３の平面１１４と所定の間隔を
置いて設置されているが、第５の平面１２３は第３の平面１１４に当接されてもよい。接
続面１０４Ｃは、第２の筒壁１０１Ｂにおける収容空間１０１Ｄに向ける表面と所定の間
隔を置いて設置される。第３の延伸面１１７が第１の延伸面１１２と所定の間隔を置いて
設置され、また、第４の平面１１９が第３の平面１１４及び第１の斜面１１５と所定の間
隔を置いて設置されていることにより、第１のレンズ１０３と第２のレンズ１０４との合
わせ精度は、互いに当接している第１の円弧面１１３と第２の円弧面１１８とにより決定
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され、平面の加工精度による影響を受けない。
【００２０】
　図４に示されるように、第３のレンズ１０５は、上表面１０５Ａと、上表面１０５Ａに
対向する下表面１０５Ｂと、上表面１０５Ａと下表面１０５Ｂとを接続する接続面１０５
Ｃとを有する。上表面１０５Ａは、順次接続している、第５の延伸面１２１と所定の間隔
を置いて設置される第７の延伸面１２５と、第３の円弧面１２２に当接される第４の円弧
面１２６と、第６の延伸面と所定の間隔を置いて設置される第８の延伸面とを含み、第８
の延伸面は、第４の円弧面１２６に接続し且つ第５の平面１２３と所定の間隔を置いて設
置される第６の平面１２７と、第２の斜面１２８と、第４の光学面１２４と所定の間隔を
置いて設置される第５の光学面１２９とをさらに含む。第７の延伸面１２５は、第５の延
伸面１２１に当接されてもよい。下表面１０５Ｂは、順次接続している、第９の延伸面１
３０と、第５の円弧面１３１と、第１０の延伸面と含み、第１０の延伸面は、第５の円弧
面１３１に接続される第７の平面１３２と、第６の光学面１３３とをさらに含む。接続面
１０５Ｃは、第２の筒壁１０１Ｂにおける収容空間１０１Ｄに向ける表面と所定の間隔を
置いて設置される。同様に、接続面１０５Ｃが第２の筒壁１０１Ｂにおける収容空間１０
１Ｄに向ける表面と所定の間隔を置いて設置され、第７の延伸面１２５が第５の延伸面１
２１と所定の間隔を置いて設置され、また、第６の平面１２７及び第２の斜面１２８が第
５の平面１２３と所定の間隔を置いて設置されていることにより、第２のレンズ１０４と
第３のレンズ１０５との合わせ精度は、互いに当接している第３の円弧面１２２と第４の
円弧面１２６とにより決定され、平面の加工精度による影響を受けない。
【００２１】
　図５に示されるように、第４のレンズ１０６は、上表面１０６Ａと、上表面１０６Ａに
対向する下表面１０６Ｂと、上表面１０６Ａと下表面１０６Ｂとを接続する接続面１０６
Ｃとを有する。上表面１０６Ａは、順次接続している、第９の延伸面１３０と所定の間隔
を置いて設置される第１１の延伸面１３４、第５の円弧面１３１に当接される第６の円弧
面１３５と、第１０の延伸面と所定の間隔を置いて設置される第１２の延伸面とを含み、
第１２の延伸面は、第７の平面１３２と所定の間隔を置いて設置される第８の平面１３６
と、第６の光学面１３３と所定の間隔を置いて設置される第７の光学面１３７とをさらに
含む。接続面１０６Ｃは、第２の筒壁１０１Ｂにおける収容空間１０１Ｄに向ける表面に
当接される。同様に、第１１の延伸面１３４は、第９の延伸面１３０に当接されてもよい
。
【００２２】
　第１の円弧面１１３及び第２の円弧面１１８のいずれも第１の筒壁１０１Ａに最も近い
接続ラインを持ち、図２と図３の断面図から、図の右側の円弧線を例に挙げて説明すると
、その接続ラインは、第１の円弧面１１３や第２の円弧面１１８の最高点と直線Ｂとの交
点を通過する。第１の円弧面１１３は、接続ラインから第２の筒壁１０１Ｂの方向に延伸
する第１の部分１１３Ａと、接続ラインから光軸１０７の方向に延伸する第２の部分１１
３Ｂとを含む。また、第２の円弧面１１８は、接続ラインから第２の筒壁１０１Ｂの方向
に延伸する第１の部分１１８Ａと、接続ラインから光軸１０７の方向に延伸する第２の部
分１１８Ｂとを含む。ここで、第１の円弧面１１３は上に凹な円弧面であり、第２の円弧
面１１８は相応的に上に凸な円弧面である。第３の円弧面１２２と第４の円弧面１２６、
及び第５の円弧面１３１と第６の円弧面１３５は、ともに第１の部分と第２の部分とを備
え、その詳細について省略する。
【００２３】
　第１の円弧面１１３が第２の円弧面１１８に当接されていることにより、当該レンズモ
ジュール１００は第２の合わせ精度を有するようになり、第２の合わせ精度によって、第
１のレンズ１０３、第２のレンズ１０４、第３のレンズ１０５及び第４のレンズ１０６の
光軸１０７が共通し、第１の合わせ精度によって光通過孔１０１Ｃの中心がその光軸１０
７に位置するようになる。また、第１のレンズ１０３の側面１０３Ｃと第４のレンズ１０
６の接続面１０６Ｃは、第２の筒壁１０１Ｂにおける収容空間１０１Ｄに向ける表面に当



(8) JP 2015-176143 A 2015.10.5

10

20

30

40

接されていることにより、レンズ群１０２のレンズチューブ１０１内での取付けはより安
定する。
【００２４】
　（第２の実施例）
　図６に示されるように、レンズモジュール２００のそれぞれの構成部分及びその機能に
ついてはほとんど第１の実施例と同様であるが、異なる点は以下である。本実施例におい
て、第１のレンズの第１の表面と、第１の筒壁における収容空間に向ける表面とは、平面
により当接し、第１の円弧面は下に凸な円弧面であり、第２の円弧面は相応的に下に凹な
円弧面である。
【００２５】
　（第３の実施例）
　図７に示されるように、レンズモジュール３００のそれぞれの構成部分及びその機能に
ついてはほとんど第１の実施例及び第２の実施例と同様であるが、異なる点はそれぞれの
レンズの縁部厚さが変更されたことである。図８に示されるように、第２のレンズを例と
して、第２のレンズにおける第１の円弧面の断面は、図７において２つの円弧となり、図
７の右側の円弧の中心Ｏを通過する直線を描くと、第１のレンズにおける直線の右側の直
線ＢはＸ方向に沿って移動することができる。すなわち、第１のレンズの縁部厚さは変更
可能となり、それに従って円弧の形態も変わる。同様に、第１のレンズの左側の縁部も同
様な変更が可能である。よって、他のレンズの縁部厚さも設計上必要に応じて変更するこ
とができる。
【００２６】
　以上に記述されたのは、本発明の実施形態に過ぎず、当業者にとっては、本発明の設計
主旨を超えない限り、さらに変更することができ、これらの変更も本発明の保護範囲に含
まれると理解されるべきであろう。
【符号の説明】
【００２７】
　１００…レンズモジュール、１０１…レンズチューブ、１０１Ａ…第１の筒壁、１０１
Ｂ…第２の筒壁、１０１Ｃ…光通過孔、１０１Ｄ…収容空間、１０１Ｅ…第７の円弧面、
１０１ｅ…第１の部分、１０１ｆ…第２の部分、１０２…レンズ群、１０３…第１のレン
ズ、１０３Ａ…第１の表面、１０３Ｂ…第２の表面、１０３Ｃ…側面、１０４…第２のレ
ンズ、１０４Ａ…上表面、１０４Ｂ…下表面、１０４Ｃ…接続面、１０５…第３のレンズ
、１０５Ａ…上表面、１０５Ｂ…下表面、１０５Ｃ…接続面、１０６…第４のレンズ、１
０６Ａ…上表面、１０６Ｂ…下表面、１０６Ｃ…接続面、１０７…光軸、１０８…第１の
平面、１０９…第８の円弧面、１０９Ａ…第１の部分、１０９Ｂ…第２の部分、１１０…
第２の平面、１１１…第１の光学面、１１２…第１の延伸面、１１３…第１の円弧面、１
１３Ａ…第１の部分、１１３Ｂ…第２の部分、１１４…第３の平面、１１５…第１の斜面
、１１６…第２の光学面、１１７…第３の延伸面、１１８…第２の円弧面、１１８Ａ…第
１の部分、１１８Ｂ…第２の部分、１１９…第４の平面、１２０…第３の光学面、１２１
…第５の延伸面、１２２…第３の円弧面、１２３…第５の平面、１２４…第４の光学面、
１２５…第７の延伸面、１２６…第４の円弧面、１２７…第６の平面、１２８…第２の斜
面、１２９…第５の光学面、１３０…第９の延伸面、１３１…第５の円弧面、１３２…第
７の平面、１３３…第６の光学面、１３４…延伸面、１３５…第６の円弧面、１３６…第
８の平面、１３７…第７の光学面、２００…レンズモジュール、３００…レンズモジュー
ル。
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